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イノベーションを生み出す社内外起業家との共創空間「TRIBUS スタジオ」オープン 

～TRIBUSから生まれたエスニックウェアブランド「RANGORIE（ランゴリー）」の実店舗も併設～ 

 

 

株式会社リコー(社長執行役員：大山 晃)は、「人が集い、学び、成長する。そして未来を創造していく

場」をコンセプトとした商業施設「RICOH Future House」（住所：神奈川県海老名市扇町 5-7）の 1階に、

社内外の起業家の成長を支援して事業創造を目指す統合型アクセラレータープログラム「TRIBUS（トライ

バス）」の共創空間「TRIBUS スタジオ」を 6月 1日（木）にオープンします。 

 

 「TRIBUS スタジオ」は、TRIBUS で活動するすべての社内起業家やスタートアップ企業のイノベーター

達が自由に使うことが出来る共創空間です。TRIBUS から生み出された製品やサービスの展示・体験、イ

ベントやワークショップ・商談・ウェビナー配信などを行えるスペースを完備しています。オンラインだけで

なく対面でのコミュニケーションを通して、イノベーションを生み出す活動を加速させることを目指します。 

 

また、「TRIBUS スタジオ」に隣接して、TRIBUS から生まれたエスニックウェアブランド、ランゴリーの常

設ショップもオープンします。ランゴリーはインドの農村部に住む女性の雇用創出を目的として、インドの

色柄をあしらったエスニックウェアを生産販売するアパレルブランドで、これまではオンラインと期間限定

のポップアップストアでの販売でした。このたび、初の常設店舗となる同ショップでは、お客様が最新のコ

レクションを自由に手に取り、試着していただけます。また、ヨガスペースでは定期的にインストラクターを

招いたヨガ講座を開催し、お客様のウェルビーイングに貢献する活動を行ってまいります。 

 

リコーは、社内外の起業家支援と事業共創により、既存事業にとらわれない非連続で多様な事業の立

ち上げに取り組んでいます。2023年 4月には社長直轄組織として「未来デザインセンター」が新設されま

した。当センターでは、TRIBUS をはじめとした、持続可能な未来の社会をつくる、さまざまなプロジェクト

を推進していくための専任組織です。リコーは、本年度から企業理念であるリコーウェイの「使命と目指す

姿」に定めた「“はたらく”に歓びを」の実現を目指し、世の中の“はたらく”を支え、進化させていく社内外

起業家の自律的なチャレンジを支援します。 
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施設概要 

施設名 TRIBUS スタジオ 「RANGORIE」常設店舗 

所在地 神奈川県海老名市扇町 5-7 RICOH Future House 1階 

営業時間 ※要お問い合わせ 11:00～19:00 

オープン日 2023年 6月 1日（木） 

休館日 年末年始、その他 

アクセス 
相鉄線 海老名駅／小田急線 海老名駅西口から徒歩 7 分 

JR 相模線 海老名駅から徒歩 4分 

特徴 

⚫ TRIBUS から生み出されたサ

ービスを展示するショーケース

スペース 

⚫ 打ち合わせ/イベント/配信/撮

影など用途に応じてレイアウト

可変なスペース 

 

⚫ ランゴリーの世界観を表現するウェ

ルビーイング空間 

⚫ 高い天井と大きな窓ガラスで光の

たくさん入るゆったりとした店舗空

間 

⚫ ヨガなどのイベントにピッタリの絨毯

スペース 

公式サイト https://accelerator.ricoh/ https://rangorie.ricoh/ 
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【TRIBUSについて】 

TRIBUS は 事業と人(々)を育む、 事業創造のための挑戦の場として 2019 年度にスタートしました。社

内からは、2019 年度 5 チーム、20 年度 3チーム、21年度 2 チームが採択され、事業化に向けて活動を

行っています。インクジェット技術を活用したアートプロジェクト「StareReap（ステアリープ）」や、VRソリュー

ション「RICOH Virtual Workplace」、3D プリンターを活用したピコ水力発電のレンタルサービス「LIFE 

PARTS（ライフパーツ）」、聴覚障がい者向けコミュニケーションサービス「Pekoe（ペコ）」、対話をリアルタイ

ムにグラフィック変換してコミュニケーションをサポートするビジュアルコミュニケーションシステム「piglyph

（ピグリフ）」など、様々な事業創造にチャレンジしてきました。なかでも、立体投影装置「WARPE（ワープイ

ー）」の事業化を目指して起業した株式会社ブライトヴォックスは、経済産業省が実施する「出向起業等

創出支援事業」に採択され独立しました。また、400名以上のリコーグループ社員が参加チームの要望に

応じて支援するサポーターズ制度で活躍しています。社外起業家支援としては、のべ 32 社のスタートア

ップ企業が本プロジェクトを通して、リコーグループやパートナー企業のリソースを活用し、事業の具体化

及び事業加速に向けて活動してきました。 

詳細はこちら：https://accelerator.ricoh/ 

 

【RICOH Future House について】 

「RICOH Future House」は、2015年にオープンした、海老名駅西口のプロムナード沿いに建つ「家」の形

をした 4 階建ての建物です。通りに面した壁面は全面ガラス張りの地域に開かれた開放感あふれる施設

です。各フロアに、子供たちが科学や技術を体験する学習エリア、知的好奇心に応えるイベント・セミナ

ーエリア、まちとともに未来を創るワーキングエリアを配し、幅広い年代の方々がそれぞれの未来を見据

えてご利用いただくことができます。 

海老名は、駅西口にリコー最大の研究開発拠点「リコーテクノロジーセンター」を 2005 年に開設している

リコーにとってゆかりのあるまちです。これまでの「RICOH Future House」の運営に加えて、「TRIBUS スタ

ジオ」および「RANGORIE（ランゴリー）」の常設ショップを通して、地域のみなさまと交流し、海老名の発

展・成長に貢献することを目指します。 

詳細はこちら：http://ricohfuturehouse.jp/ 

 

 

 

 

| リコーグループについて | 

リコーグループは、お客様のDXを支援し、そのビジネスを成功に導くデジタルサービス、印刷および画像ソリュ

ーションなどを世界約200の国と地域で提供しています（2023年3月期グループ連結売上高2兆1,341億円）。 

”はたらく”に歓びを 創業以来85年以上にわたり、お客様の“はたらく”に寄り添ってきた私たちは、これからもリ

ーディングカンパニーとして、“はたらく”の未来を想像し、ワークプレイスの変革を通じて、人ならではの創造力

の発揮を支え、さらには持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

詳しい情報は、こちらをご覧ください。 

https://jp.ricoh.com/ 
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